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研究成果の概要（和文）：本研究では、法医学的に、縊頸（首吊り、自殺・他殺を含める）による頸部圧迫が死
因であった症例の死後CTについて研究を行いました。頸部のどの高さに頸部圧迫の痕（索溝、索条痕）が多く生
じて、舌骨や甲状軟骨［喉仏（喉頭隆起）を形成する軟骨］のどの部分が骨折しやすいのか、さらに、死後CTに
よって明らかにできるのはどのような骨折であるのか調べました。
結果、索溝が頸部の正中（体の真ん中）において、甲状軟骨の喉頭隆起よりも頭側（上側）に位置することが多
く、直径数mmの甲状軟骨上角部が前方に変形した骨折を生じていました。このような骨折を明らかにするには、
頸部を後屈させるなど撮影方法が必要と分かりました。

研究成果の概要（英文）：We studied postmortem computed tomography (CT) in cases in which the cause 
of death was neck compression by hanging as determined by forensic autopsy. We examined which parts 
of the hyoid bone and thyroid cartilage were prone to fracture because of the presence of many 
grooves at the level of the neck, and which types of fractures could be identified by postmortem CT.
As a result, the funicular groove was often located in the midline of the neck, more cephalad than 
the laryngeal prominence of the thyroid cartilage. As a result, the superior angle of the thyroid 
cartilage was deformed anteriorly by several millimeters in diameter, resulting in a fracture. In 
order to reveal such a fracture, it was found that an imaging method such as neck flexion was 
necessary.

研究分野： 法放射線

キーワード： 死後画像診断

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
臨床（通常の病院診療）では、それほど関心の高くない骨格である舌骨・甲状軟骨、および縊頸といった、さら
に臨床では、ほぼお目に掛かることのない遺体について、索溝の位置や甲状軟骨上角の骨折といった、死後CTで
注目すべきキーポイントを少なからず明らかにできた。解剖医不足を補完する死後CTの需要は、今後高まること
が予想されているが、これにより、臨床で撮影を行っているような、死後CTの経験の少ない従事者にも、撮影・
読影の要訣を示すことができたと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、所属する東北大学オートプシー・イメージン
グセンターにて、ほぼ全例において、撮影後に法医解剖に立
ち会い、画像を使用した解剖のナビゲートや所見提示などに
従事することで、1800 例以上の死因診断を経験してきた。こ
の中には、死後画像が剖検時の死因診断に大いに寄与するも
のとして、前述の溺死・低体温症があるがこれに加え、捜査
機関あるいは法医側から、死後画像診断に求められているも
のに縊頸を含めた頸部圧迫がある。索状物による圧痕である
索溝や、発見現場の状況から縊頸がほぼ明らかな場合もある
が、索溝の形成が浅くわずか、もしくは非典型的である事例
など、現場の状況が相応しくない場合もある。そのような場
合、剖検では「甲状軟骨上角・舌骨の骨折」が頸部圧迫を示
唆する有力な情報となる。しかし甲状軟骨上角は、元は軟骨
であり、非常に小さな部分である上に、石灰化による弾性を
喪失した中高齢者と異なり、弾性に富む軟骨が石灰化してい
ない若年者の場合には折れにくいことがあり、CT 画像上に
て、その変形を検出するのは困難である。さらに骨折時の偏
位や出血がわずかであるため、色調や骨折の手触り・感触が
確認できない画像では、評価が難しい。実際、我々の経験上で
も、臨床と同じ CT の撮影方法・画像再構成では、2D、3D を
含めた retrospective な画像観察であっても、骨折を指摘する
ことは非常に困難である事が多く（図 1）、ガスの存在（図 2）
や明らかな変形など指摘できることは少ない。そこで今回
我々は、剖検で確実に甲状軟骨上角骨折の診断がなされた結
果を参考に、甲状軟骨上角骨折のファントムモデルを作成し、
骨折を的確に描出する撮影方法および再構成条件の確立や読
影上有用な特異的所見を見出すことを目指す。 
 
 
２．研究の目的 
当初、剖検で確実に甲状軟骨上角骨折の診断がなされた結果
を参考に、甲状軟骨上角骨折のファントムモデルを作成し、骨折を的確に描出する撮影方法およ
び再構成条件の確立や読影上有用な特異的所見を見出すことを目指す。そこで、これまでに蓄積
されている縊頸症例に、期間中に剖検された縊頸症例を加えつつ、甲状軟骨上角骨折のファント
ムを作成することを目的としていた。しかしながら、まだ経験の無い状態で撮影した、初期（2009
年から 2013 年）の撮影画像の画質が、3D 造形物を形成するには poor であったため、索溝の位
置と骨折頻度の高い部位を同定する作業から研究を開始し、骨折を分かりやすく撮影するには
どうするべきか考えることを目標とし、索溝位置と骨折部位の関連は何かを探ることが研究目
的となった。 
 
３．研究の方法 
これまでに蓄積されている縊
頸症例に、期間中に剖検された
縊頸症例を加えつつ、解剖によ
り骨折が明らかだった症例に
ついて、索溝位置を外表面所見
と画像から同定し（図 3）、舌骨、
甲状軟骨の骨折部位、CT画像で
骨折は検出できているのか、と
いう問いに対して、解剖所見を
骨折診断の基準にして、その関
係を調べた。 

  

図 1. 判別困難な症例の CT 画像

（矢印：骨折部） 

図 2. 骨折部ガス 

図 3. 索溝位置（矢印）と甲状軟骨 



 
４．研究成果 
甲状軟骨喉頭隆起よりも頭側に索溝の頻度が高く、この場合、甲状軟骨上角が変形・骨折する頻
度も高かった（詳細な数値は、学会発表前なので省略）。また、通常の頭部撮影のポジショニン
グでは、いわゆる顎を引いた（やや前屈）の姿勢になるため、義歯や何らかの歯科治療婚痕が舌
骨や甲状軟骨上角の観察に影響することが多く（圧迫により甲状軟骨が上方に偏位することも
ある）、死体発見時の体位とは異なることになるが、図 4 に示したように、後屈することで死後
CT による診断能が向上することも判明した。しかしながら、索溝が不明瞭な例や発見時には既
に高度腐敗した例などは、索溝位置と骨折部位の関連を明らかにできなかった。とはいえ、解剖
医不足を補完する死後 CT の需要は、今後高まることが予想されており、臨床で撮影を行ってい
るが、死後 CT の経験の少ない従事者にも、撮影・読影の要訣を示すことができたと考えている。 
 

 

図 4. 義歯からのアーチファクトと舌骨・甲状軟骨の位置 

左図：前屈、右図：後屈 
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